
私
は
本
稿
で
、
宮
本
武
蔵
玄
信
（
一
五
八
四
’
一
六
四
五
）
が
彼
の
到
達
し

た
「
兵
法
の
道
」
を
一
言
に
ま
と
め
た
『
五
輪
書
』
を
取
り
上
げ
て
承
る
。
武

蔵
は
、
現
代
日
本
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
に
も
、
最
も
著
名
な
剣
豪

で
あ
る
が
、
そ
の
生
涯
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
『
五
輪
害
』
の
序
文
の
承
を
、

信
頼
で
き
る
伝
記
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
五
輪
書
』
の

自
筆
本
が
な
い
の
で
、
著
者
武
蔵
を
疑
問
視
す
る
人
さ
え
も
い
る
。

し
か
し
、
『
五
輪
書
』
の
思
想
が
武
蔵
自
身
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論

は
な
い
の
で
、
こ
の
書
の
記
述
に
即
し
て
彼
の
思
想
を
考
察
し
た
い
。
書
名
の

「
五
輪
」
は
、
密
教
の
用
語
か
ら
採
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
書
に
密
教
的

な
も
の
は
な
い
。
序
文
で
、

今
此
書
を
作
る
と
い
へ
ど
も
、
仏
法
・
儒
道
の
古
語
を
も
か
ら
ず
、
軍
記
・

軍
法
の
古
き
こ
と
を
も
も
ち
ひ
ず
、
（
二
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、
彼
独
自
の
思
想
に
よ
っ
て
『
五
輪
書
』
が
書
か
れ
た
の
で
あ

》
（
》
◎

さ
て
、
以
下
に
お
い
て
私
は
、
ま
ず
一
で
は
、
『
五
輪
書
』
の
「
地
之
巻
」

序

宮
本
武
蔵
「
五
輪
聿
邑
に
お
け
る
「
わ
ざ
Ｌ
と
「
道
」

一
、
兵
法
の
道
と
修
行

宮
本
武
蔵
が
歩
ん
だ
「
道
」
は
、
「
兵
法
の
道
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

『
五
輪
書
』
の
「
地
之
巻
」
で
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

夫
兵
法
と
い
ふ
事
、
武
家
の
法
な
り
。
将
た
る
も
の
は
、
と
り
わ
き
此
法

を
お
こ
な
ひ
、
卒
た
る
も
の
も
、
此
道
を
知
る
べ
き
事
也
。
今
世
の
中

に
、
兵
法
の
道
慥
に
わ
き
ま
へ
た
る
と
い
ふ
武
士
な
し
。
（
二
’
二
頁
）

こ
こ
で
「
兵
法
の
道
」
と
は
、
「
兵
法
の
真
髄
」
を
意
味
す
る
。
武
蔵
に
よ
る

と
、
世
の
中
に
は
、
仏
法
で
人
を
救
う
道
、
儒
教
に
文
の
道
、
医
者
に
諸
病
を

治
す
道
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
歌
人
の
和
歌
の
道
等
、
そ
の
他
様
灸
な
芸
能
が

あ
り
、
人
々
は
そ
れ
ら
を
思
い
思
い
に
稽
古
し
て
い
る
。
だ
が
、
兵
法
の
道
を

好
む
人
は
稀
で
あ
る
。
兵
法
の
「
道
」
、
つ
ま
り
「
領
域
」
を
好
む
人
は
稀
に

を
中
心
に
し
て
、
武
蔵
の
「
兵
法
の
道
」
と
そ
れ
に
至
る
た
め
の
「
修
行
」
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
次
に
二
で
は
、
「
水
之
巻
」
を
中
心
に
、
「
風
之
巻
」
、
新

陰
柳
生
流
伝
害
等
を
も
参
照
し
つ
つ
、
「
わ
ざ
」
と
「
心
」
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
そ
し
て
最
後
に
、
宮
本
武
蔵
研
究
に
お
い
て
不
可
避
の
問
題
で
あ
る
『
五

輪
書
』
の
「
著
者
」
に
つ
い
て
論
じ
て
ゑ
た
い
。

笠
井

一

一

八

哲



し
か
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
武
士
は
、
「
文
武
二
道
」
と
い
っ
て
、
二
つ
の

（
１
１
）

「
道
」
つ
ま
り
「
領
域
」
を
嗜
む
事
が
、
「
道
」
す
な
わ
ち
「
任
務
」
と
さ
れ

る
。
だ
か
ら
、

縦
ひ
此
道
ぶ
き
よ
う
な
り
と
も
、
武
士
た
る
も
の
は
、
お
の
れ
ノ
、
が
分

際
程
は
、
兵
の
法
を
ば
つ
と
む
く
き
事
な
り
。
大
形
武
士
の
思
ふ
心
を
は

か
る
に
、
武
士
は
只
死
ぬ
る
と
い
ふ
道
を
嗜
む
事
と
覚
ゆ
る
ほ
ど
の
儀

也
。
（
一
二
頁
）

と
い
う
。
し
か
し
武
士
だ
け
で
は
な
く
、
僧
も
女
も
百
姓
ま
で
も
、
義
理
を
知

り
、
恥
を
思
い
、
死
を
覚
悟
す
る
こ
と
は
あ
る
。
武
士
が
他
の
者
と
異
な
る
の

は
、
兵
法
を
行
う
「
道
」
に
お
い
て
、
如
何
な
る
場
合
で
も
「
人
に
勝
つ
」
こ

と
を
根
本
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
武
士
に
と
っ
て
負
け
る
こ
と

は
、
死
に
直
結
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
武
蔵
は
、
大
工
は
「
大
き
に
た
く
む
」
と
書
く
の
で
あ
り
、
兵
法
の
道

は
「
大
き
な
る
た
く
ゑ
」
で
あ
る
の
で
、
兵
法
の
道
を
当
時
の
「
日
本
の
最
先

（
２
）

端
を
ゆ
く
技
術
」
で
あ
る
大
工
の
道
に
職
え
て
、

一
兵
法
の
道
、
大
工
に
た
と
へ
た
る
事

大
将
は
大
工
の
統
領
と
し
て
、
天
下
の
か
ね
を
わ
き
ま
へ
、
其
国
の
か

ね
を
糺
し
、
其
家
の
か
ね
を
知
る
事
、
統
領
の
道
也
。
（
一
七
’
八
頁
）

と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
の
兵
法
で
は
、
「
天
下
の
か
ね
」
、
つ
ま
り
天
下

を
治
め
る
法
ま
で
も
問
題
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
家
を
立
つ
る
に
木
く
ば
り

を
す
る
事
」
が
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
用
兵
に
際
し
て
適
材
を
適
所
に
配
す

る
こ
と
を
瞼
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
部
下
を
指
揮
し
て

戦
っ
た
こ
と
が
な
い
武
蔵
は
、
材
木
で
な
い
人
間
を
将
の
意
図
の
ま
ま
に
動
か

す
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
ま
で
は
触
れ
て
い
な
い
。

将
の
心
得
に
対
し
て
、
士
卒
の
心
得
も
説
か
れ
て
い
る
。
武
蔵
は
「
士
卒
た

る
も
の
は
大
工
」
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

大
工
の
た
し
な
み
、
よ
く
き
る
上
道
具
を
持
ち
、
透
々
に
と
ぐ
事
肝
要

也
。
（
二
○
頁
）

と
、
武
器
の
手
入
れ
を
哺
え
て
、

大
工
の
た
し
な
み
、
ひ
ず
ま
ざ
る
事
、
と
め
を
あ
は
す
る
事
、
か
ん
な
に

て
能
く
け
づ
る
事
、
す
り
承
が
か
ざ
る
事
、
後
に
ひ
す
か
ざ
る
事
、
肝
要

な
り
。
（
一
二
頁
）

と
、
徹
底
的
に
武
芸
の
「
わ
ざ
」
を
修
練
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
楡
え

て
い
る
。
そ
う
い
う
修
練
の
果
て
に
武
蔵
は
如
何
な
る
境
地
を
目
指
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
『
五
輪
書
』
の
第
五
の
巻
を
「
空
之
巻
」
と
す
る
理
由
を
述

べ
た
箇
所
で
こ
う
い
う
。

空
と
云
出
す
よ
り
し
て
は
、
何
を
か
奥
と
い
ひ
、
何
を
か
口
と
い
は
ん
・

道
理
を
得
て
は
道
理
を
は
な
れ
、
兵
法
の
道
に
、
お
の
れ
と
自
由
あ
り

て
、
お
の
れ
と
奇
特
を
得
、
時
に
あ
い
て
は
ひ
や
う
し
を
知
り
、
お
の
づ

か
ら
打
ち
、
お
の
づ
か
ら
あ
た
る
、
是
み
な
空
の
道
也
。
（
二
五
頁
）

こ
の
武
蔵
の
「
空
」
に
つ
い
て
、
鎌
田
茂
雄
氏
は
、

空
と
い
っ
て
も
仏
教
の
『
般
若
心
経
』
な
ど
で
説
く
空
と
は
異
な
り
、
ど

（
ｑ
Ｊ
）

こ
ま
で
も
自
在
で
あ
り
、
執
着
が
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
「
道
理
を
得
て
は
道
理
を
は
な
れ
」
と
い
う
の
は
、
道
理
に

と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
自
由
自
在
の
境
地
に
な
り
き
っ
た

時
、
力
や
「
わ
ざ
」
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
武
蔵

に
お
け
る
「
空
」
は
、
柳
生
宗
矩
（
一
五
七
一
’
一
六
四
六
）
の
『
兵
法
家
伝

書
』
に
説
く
「
平
常
心
」
や
沢
庵
宗
彰
（
一
五
七
三
’
一
六
四
五
）
の
「
不
動

一

一

九



智
」
と
同
様
に
、
「
無
心
」
の
境
地
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
「
兵
法
に
武
具
の
利
を
知
る
と
い
ふ
事
」
に
お
い
て
は
、
武
器
の
効

用
が
論
じ
ら
れ
た
後
に
、

さ
れ
共
、
座
敷
に
て
の
利
を
お
ぼ
へ
、
こ
ま
や
か
に
思
ひ
、
実
の
道
を
忘

る
上
に
お
ゐ
て
は
、
出
合
ひ
が
た
か
る
べ
し
。
（
三
二
頁
）

と
い
う
。
こ
こ
で
武
蔵
は
、
戦
場
武
芸
と
し
て
の
本
来
の
意
味
を
忘
れ
て
、
末

技
に
と
ら
わ
れ
た
屋
内
稽
古
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

当
世
に
お
ゐ
て
は
、
弓
は
申
す
に
及
ば
ず
、
諸
芸
花
多
く
し
て
実
す
ぐ
な

し
。
さ
や
う
の
芸
能
は
、
肝
要
の
時
、
役
に
立
ち
が
た
し
。
（
同
前
）

（
〃
詮
）

と
、
武
芸
の
「
華
法
化
」
を
批
判
す
る
。
同
様
の
批
判
は
、
近
世
中
期
の
儒
者
・

古
文
辞
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
荻
生
狙
棟
（
一
六
六
六
’
一
七
二
八
）
の
兵
法

書
『
鈴
録
』
の
第
二
巻
に
も
承
ら
れ
る
。

今
時
ノ
鎗
モ
剣
術
モ
、
皆
治
世
ノ
人
ノ
エ
夫
大
ケ
レ
バ
、
大
形
至
人
ヲ

相
手
一
一
シ
テ
、
尋
常
二
立
向
上
、
ア
タ
リ
ニ
見
物
ヲ
大
勢
置
テ
、
見
事
一
一

勝
事
ヲ
第
一
一
一
ス
。
殊
二
、
世
次
第
二
向
上
ニ
ナ
リ
、
武
士
モ
暖
ニ
ナ
リ

タ
レ
パ
、
道
理
ノ
高
妙
ヲ
談
ジ
、
或
〈
立
廻
り
、
所
作
ノ
見
事
ナ
ル
ヲ
専

ト
シ
、
ｌ
中
略
ｌ
皆
高
妙
ノ
至
極
ヲ
極
メ
タ
レ
ド
モ
、
戦
場
ノ
用
一
天
無

（
５
）

益
ノ
事
ナ
リ
。

と
、
上
級
武
士
の
間
で
行
わ
れ
た
「
華
法
剣
術
」
を
実
戦
で
役
に
立
た
な
い
も

（
Ｒ
ｕ
）

の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
江
戸
中
期
に
盛
ん
に
な
っ
た
「
華
法
剣
術
」
は
、
江

戸
初
期
、
少
な
く
と
も
武
蔵
の
晩
年
に
そ
の
萌
芽
が
承
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

以
上
考
察
し
て
き
た
「
地
之
巻
」
の
終
り
に
は
、

我
兵
法
を
学
ば
ん
と
思
ふ
人
は
、
道
を
お
こ
な
ふ
法
あ
り
。
（
三
六
頁
）

と
し
て
、
九
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

第
二
に
、
道
の
鍛
練
す
る
所

第
三
に
、
諸
芸
に
さ
は
る
所

第
四
に
、
諸
職
の
道
を
知
る
事
（
同
前
）

と
あ
る
。
二
番
目
が
重
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
特
に
三
と

四
に
つ
い
て
考
え
て
ゑ
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
三
で
は
、
兵
法
の
承
な
ら
ず
、
広
く
諸
芸
に
触
れ
る
よ
う
に
す
べ
き

で
あ
る
と
い
い
、
四
で
は
自
分
の
職
能
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
多
く
の
職
能
の

道
を
知
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
に
承
た
よ
う
に
、
武

蔵
は
、
大
工
の
道
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
周
知
の
よ
う

に
、
彼
は
芸
術
家
で
も
あ
っ
た
。
書
画
は
も
と
よ
り
、
木
工
・
彫
刻
か
ら
、
茶

道
・
連
歌
等
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
非
凡
な
芸
術
を
極
め
た
と
さ
れ
て
い

る
。
で
は
な
ぜ
彼
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
な
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
吉
川
英

治
氏
は
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
人
に
と
っ
て
は
、
余
技
も
ま
た
一
つ
の
人
格
構
成
の
常
識
と
し
て
、
持

た
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
現
代
人
は
、
趣
味
を
、
自
分
の
職
業
と
す

る
〃
道
″
か
ら
忘
れ
る
た
め
に
１
１
慰
労
の
た
め
に
趣
味
に
遊
ぼ
う
と
す

る
が
ｌ
古
人
の
そ
れ
は
、
反
対
に
、
自
分
の
天
職
の
〃
道
″
を
中
心
に

お
い
て
、
そ
の
中
心
を
研
く
た
め
に
ｌ
画
筆
も
把
り
、
書
道
に
も
心
を

入
れ
、
能
も
や
り
、
彫
刻
も
し
、
茶
室
に
も
坐
っ
て
み
る
Ｉ
と
い
う
心
が

ま
え
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
代
人
の
趣
味
目
的
は
、

放
心
的
に
。
古
人
の
は
、
求
心
的
に
。
Ｉ
そ
う
い
う
相
違
で
は
な
か
つ

（
《
″
Ｉ
）

た
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
武
蔵
は
、

三

○



其
道
に
あ
ら
ざ
る
と
い
ふ
と
も
、
道
を
広
く
し
れ
ば
、
物
毎
に
出
で
あ
ふ

事
也
。
（
三
一
頁
）

と
い
う
の
で
あ
る
。
「
地
之
巻
」
の
結
び
で
も
、

い
づ
れ
の
道
に
お
ゐ
て
も
、
人
に
ま
け
ざ
る
所
を
し
り
て
、
身
を
た
す

け
、
名
を
た
す
く
る
所
、
是
兵
法
の
道
也
。
（
三
八
頁
）

と
、
如
何
な
る
道
も
「
兵
法
の
道
」
に
通
ず
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
武
蔵
独
り
の
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
茶
道
に

お
い
て
も
、
『
山
上
宗
二
記
』
で
、
師
匠
と
別
れ
た
場
合
の
心
得
と
し
て
、
次

の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。

茶
湯
ノ
師
二
別
テ
後
、
師
二
用
ル
覚
悟
〈
、
一
切
ノ
上
、
仏
法
、
歌
道
丼

能
、
乱
舞
、
刀
ノ
上
、
尤
又
、
下
々
ノ
所
作
マ
テ
モ
、
名
人
ノ
仕
事
ヲ
茶

（
８
）

湯
ト
目
明
ノ
手
本
一
一
ス
ル
也
、

武
蔵
の
場
合
、
生
涯
特
定
の
師
を
持
っ
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
「
兵
法
の
道
」
に
至
る
た
め
の
「
修
行
」
を
考
え
て
ふ
た
い
。

た
だ
し
、
武
蔵
自
身
は
、
『
五
輪
書
』
に
お
い
て
、
「
修
行
」
と
い
う
言
葉
を

用
い
ず
に
、
「
稽
古
」
あ
る
い
は
「
鍛
練
」
と
い
い
表
し
て
い
る
。

ま
ず
、
『
五
輪
書
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、

兵
法
の
道
、
二
天
一
流
と
号
し
、
数
年
鍛
練
の
事
、
初
而
書
物
に
顕
は
さ

ん
と
思
ひ
、
（
九
頁
）

と
、
こ
の
書
に
、
自
分
自
身
の
鍛
練
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
を
書
く
こ
と
を

宣
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
、
三
十
を
越
へ
て
跡
を
お
も
ひ
み
る
に
、
兵
法
至
極
し
て
か
つ
に
は
あ

ら
ず
。
Ｉ
中
略
ｌ
其
後
な
を
も
ふ
か
き
道
理
を
得
ん
と
、
朝
鍛
夕
練
し
て

承
れ
ば
、
を
の
づ
か
ら
兵
法
の
道
に
あ
ふ
事
、
我
五
十
歳
の
比
也
。
（
一

○
’
一
頁
）

佐
女
木
小
次
郎
と
の
決
闘
は
、
『
二
天
記
』
に
よ
る
と
、
武
蔵
二
九
歳
の
時
の

（
９
）

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
三
○
歳
以
後
、
彼
が
兵
法
者
と
立
ち
合
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
「
其
後
な
を
も
ふ
か
き
道
理
を
得
ん
」
と
い

う
の
は
、
佐
々
木
小
次
郎
と
の
死
闘
に
よ
っ
て
、
自
己
の
不
十
分
さ
を
悟
っ

て
、
単
な
る
剣
の
「
術
」
か
ら
剣
の
「
道
」
を
目
指
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
新
陰
柳
生
流
の
用
語
で
い
え
ば
、
「
殺
人
刀
」
か
ら
「
活
人
剣
」
へ
の
転

回
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
武
蔵
は
、
諸
国
を
流
浪
し
な
が
ら
、
剣
の
深

い
道
理
を
得
る
た
め
に
、
「
朝
鍛
夕
練
」
の
修
行
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
朝
鍛
夕
練
」
と
は
、
毎
日
不
断
に
継
続
し
て
行
く
修
行
の
こ
と
で
あ
る
。

「
水
之
巻
」
の
後
書
き
で
、

此
一
書
の
内
を
、
一
ケ
条
ノ
ー
と
稽
古
し
て
、
敵
と
た
上
か
い
、
次
第

ノ
ー
に
道
の
利
を
得
て
、
（
七
四
頁
）

と
、
二
天
一
流
を
学
ぶ
に
は
、
こ
の
『
五
輪
書
』
を
師
の
教
え
と
し
て
稽
古
す

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
、

不
し
断
心
に
懸
け
、
い
そ
ぐ
心
な
く
し
て
、
折
々
手
に
ふ
れ
て
は
徳
を
覚

へ
、
い
づ
れ
の
人
と
も
打
合
ひ
、
其
心
を
し
っ
て
、
千
里
の
道
も
ひ
と
足

宛
は
こ
ぶ
な
り
。
（
七
四
頁
）

と
い
っ
て
、
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
「
兵
法
の
道
」
を

修
行
す
る
こ
と
は
、
武
士
の
役
目
と
心
得
て
、

け
ふ
は
き
の
ふ
の
我
に
か
ち
、
あ
す
は
下
手
に
か
ち
、
後
は
上
手
に
勝
つ

と
お
も
ひ
、
（
七
四
’
五
頁
）

と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
「
兵
法
の
道
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
芸
道
一
般
さ
ら

一
一
一
一



に
は
あ
ら
ゆ
る
「
道
」
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
武
蔵
は
「
水
之
巻
」

を
、

千
日
の
稽
古
を
殿
と
し
、
万
日
の
稽
古
を
練
と
す
。
能
々
吟
味
有
る
べ
き

も
の
也
。
（
七
五
頁
）

と
結
ん
で
、
不
断
に
鍛
練
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。

「
火
之
巻
」
の
序
で
も
、

我
兵
法
の
直
道
、
世
界
に
お
ゐ
て
誰
か
得
ん
、
叉
い
づ
れ
か
き
わ
め
ん
と

慥
に
思
ひ
と
っ
て
、
朝
鍛
夕
練
し
て
、
み
が
き
お
ほ
せ
て
後
、
独
り
自
由

を
得
、
お
の
づ
か
ら
き
ど
く
を
得
、
通
力
不
思
議
有
る
所
、
是
兵
と
し
て

法
を
お
こ
な
ふ
息
也
。
（
七
九
頁
）

と
い
っ
て
、
こ
の
二
天
一
流
の
兵
法
の
正
し
い
道
を
究
め
よ
う
と
、
朝
に
夕
に

鍛
練
を
積
ん
で
、
わ
ざ
を
磨
き
尽
く
し
て
後
に
、
自
然
に
人
並
承
は
ず
れ
た
力

量
を
得
て
、
自
由
自
在
の
神
妙
な
力
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
武
士
と

し
て
兵
法
を
修
行
す
る
心
意
気
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
風
之
巻
」
に
他
流
の
兵
法
を
書
き
付
け
る
理
由
は
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。

他
流
の
道
を
し
ら
ず
し
て
は
、
我
一
流
の
道
慥
に
わ
き
ま
へ
が
た
し
。

（
二
三
頁
）

そ
し
て
、
「
他
流
に
、
太
刀
か
ず
多
き
事
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て

い
る
。

太
刀
の
か
ず
余
多
に
し
て
、
人
に
伝
ゆ
る
事
、
道
を
う
り
物
に
し
た
て

坐
、
太
刀
数
お
ほ
ぐ
し
り
た
る
と
、
初
心
の
も
の
に
深
く
思
は
せ
ん
為
成

る
べ
し
。
兵
法
に
き
ら
ふ
心
也
。
（
三
二
頁
）

武
蔵
が
こ
の
よ
う
に
い
う
の
は
、
人
を
斬
る
の
に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
と

考
え
る
の
が
、
そ
も
そ
も
誤
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
人
を
斬
る
こ
と

に
、
兵
法
を
知
る
者
も
、
知
ら
な
い
者
も
、
女
子
供
で
あ
っ
て
も
違
い
は
な

い
。
打
つ
、
叩
く
、
斬
る
と
い
う
こ
と
に
多
く
の
や
り
方
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
以
外
に
は
、
突
く
、
薙
ぐ
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
二
天
一
流
の

兵
法
の
道
は
、

先
づ
き
る
所
の
道
な
れ
ば
、
数
の
多
か
る
べ
き
子
細
に
あ
ら
ず
。
（
一
二

二
頁
）

と
、
敵
を
斬
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
戒
め
る
。
そ
れ
で
は
、
正
し
い
兵
法

の
道
に
よ
っ
て
、
人
を
斬
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
武
蔵
は
、

我
兵
法
に
お
ゐ
て
は
、
身
な
り
も
心
も
直
に
し
て
、
敵
を
ひ
ず
ま
せ
、
ゆ

が
ま
せ
て
、
敵
の
心
の
ね
ぢ
ひ
ね
る
所
を
勝
つ
事
肝
心
也
。
（
同
前
）

と
い
う
。
さ
ら
に
、
上
述
の
よ
う
に
数
多
く
の
太
刀
を
、
「
表
」
や
「
奥
」
に

分
け
て
教
え
て
い
る
よ
う
な
流
派
に
対
し
て
、
批
判
が
な
さ
れ
る
。

一
他
流
に
、
奥
表
と
い
ふ
事

兵
法
の
こ
と
に
お
ゐ
て
、
い
づ
れ
を
表
と
い
ひ
、
何
れ
を
奥
と
い
は

ん
・
芸
に
よ
り
、
こ
と
に
ふ
れ
て
、
極
意
・
秘
伝
な
ど
と
い
ひ
て
、
奥
口

あ
れ
ど
も
、
敵
と
打
合
ふ
時
の
理
に
お
ゐ
て
は
、
表
に
て
た
上
か
い
、
奥

を
も
っ
て
き
る
と
い
ふ
事
に
あ
ら
ず
。
（
一
三
二
頁
）

こ
れ
は
ま
た
、
当
時
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
武
芸
師
範
達
の
「
家
元
制
度
」
に

対
す
る
批
判
な
の
で
あ
る
。
武
蔵
が
「
秘
伝
」
を
否
定
し
た
の
は
、
二
天
一
流

の
教
習
課
程
を
次
の
よ
う
に
考
え
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
初
め
て
兵
法
を
学
ぶ

人
に
対
し
て
は
、
そ
の
人
が
習
い
易
い
よ
う
な
「
わ
ざ
」
か
ら
ま
ず
習
わ
せ
、

早
く
理
解
で
き
る
よ
う
な
道
理
を
先
に
教
え
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
人
の
境
地

が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
次
第
に
理
解
し
難
い
道
理
を
も
教
え
る
よ
う
に
心
が

一
一
一
一
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け
る
。
こ
こ
に
は
、
世
阿
弥
（
一
三
六
三
’
一
四
四
三
）
の
『
風
姿
花
伝
』

（
皿
）

「
第
一
年
来
稽
古
条
女
」
の
教
え
に
通
ず
る
思
想
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
大
抵
は
実
際
に
打
ち
合
う
時
の
道
理
を
通
し
て
理
解
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
の
だ
か
ら
、
「
奥
口
」
つ
ま
り
奥
儀
に
通
ず
る
入
口
等
は
な
い
の
で
あ

る
。
二
天
一
流
の
兵
法
の
道
に
お
い
て
は
、
何
を
隠
し
、
何
を
公
に
す
る
等
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

然
る
に
よ
っ
て
、
我
道
を
伝
ふ
る
に
、
誓
紙
・
罰
文
な
ど
と
い
ふ
事
を
好

ま
ず
、
（
一
三
三
頁
）

な
ぜ
な
ら
、
そ
う
い
う
起
請
文
の
類
は
、
兵
法
を
売
り
物
に
す
る
こ
と
や
「
金

（
ｕ
）

許
」
の
弊
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
宮
本
武
蔵
の
二
天
一
流
の
兵
法
の
道

は
、
学
ぶ
人
の
智
力
を
判
断
し
て
、
正
し
い
道
を
教
え
、
兵
法
を
学
ぶ
う
ち
に

身
に
つ
く
様
々
な
欠
点
を
除
き
、
自
然
に
「
武
士
の
法
の
実
の
道
」
す
な
わ
ち

武
士
の
道
の
正
し
い
あ
り
方
を
悟
ら
せ
て
、
ゆ
れ
動
か
な
い
心
に
す
る
こ
と
な

の
で
あ
る
。

次
に
「
水
之
巻
」
を
中
心
に
、
「
わ
ざ
」
と
「
心
」
に
つ
い
て
考
え
て
ゑ
た

い
。
こ
の
巻
で
は
、
精
神
と
肉
体
の
両
面
か
ら
、
自
己
を
如
何
に
鍛
え
る
か
に

つ
い
て
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。
続
く
「
火
之
巻
」
が
、
主
と
し
て
敵
と
の
関

係
に
お
け
る
種
々
の
戦
法
を
説
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
「
水
之
巻
」

は
、
い
わ
ば
主
体
的
な
力
を
養
う
方
法
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

ま
ず
戦
闘
時
の
「
姿
勢
」
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
兵
法
の
身
な
り
の
事

二
、
「
わ
ざ
」
と
「
心
」

身
の
か
坐
り
、
顔
は
う
つ
む
か
ず
、
あ
を
の
か
ず
、
か
た
む
か
ず
、
ひ

ず
ま
ず
、
目
を
ゑ
だ
さ
ず
、
ｌ
中
略
ｌ
少
し
お
と
が
い
を
出
す
心
な
り
。

く
び
は
う
し
ろ
の
す
じ
を
直
に
、
う
な
じ
に
力
を
い
れ
て
、
肩
よ
り
惣
身

は
ひ
と
し
く
覚
へ
、
両
の
か
た
を
さ
げ
、
脊
す
じ
を
ろ
く
に
、
尻
を
出
さ

ず
、
ひ
ざ
よ
り
足
先
ま
で
力
を
入
れ
て
、
腰
の
か
堂
ま
ざ
る
や
う
に
腹
を

は
り
、
く
さ
び
を
し
む
る
と
い
ひ
て
、
脇
差
の
さ
や
に
腹
を
も
た
せ
て
、

帯
の
く
つ
ろ
が
ざ
る
や
う
に
、
く
さ
び
を
し
む
る
と
い
ふ
お
し
へ
あ
り
。

（
四
五
’
六
頁
）

こ
こ
で
の
記
述
か
ら
、
二
天
一
流
の
姿
勢
を
具
体
的
に
思
い
浮
か
べ
て
み
る

と
、
他
の
武
芸
、
例
え
ば
新
陰
柳
生
流
の
『
兵
法
家
伝
書
』
に
表
さ
れ
た
も
の

と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
兵
法
家
伝
書
』
の
「
進
履

橋
」
に
「
五
ヶ
の
習
」
と
し
て
、

一
身
を
一
重
に
な
す
べ
き
事

一
敵
の
拳
を
我
肩
に
く
ら
ぶ
べ
き
事

一
我
拳
を
楯
に
つ
く
べ
き
事

一
左
の
肱
を
延
ば
す
べ
き
事

一
さ
き
の
膝
に
身
を
も
た
せ
、
あ
と
の
膝
を
の
ば
す
べ
き
事
（
一
○

頁
）

と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
姿
勢
や
慶
長
六
年
（
一
六
○
一
）
二
月
、
柳
生
石
舟
斎
宗

（
雌
）

厳
（
一
五
三
九
’
一
六
○
六
）
が
金
春
七
郎
氏
勝
に
与
え
た
『
新
陰
流
兵
法
目

録
事
』
と
い
う
絵
目
録
に
描
か
れ
て
い
る
姿
勢
が
、
半
身
で
重
心
を
低
く
し
て

両
足
を
大
き
く
開
き
「
前
傾
姿
勢
」
を
取
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
武
蔵
の
場

合
は
い
わ
ゆ
る
「
自
然
体
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
武
芸
史
の
上
か
ら
承
れ
ば
、
戦
国
時
代
の
甲
冑
を
身
に
着
け
た
「
介

一
一
一
一
一
一



者
剣
術
」
か
ら
「
素
肌
剣
術
」
と
い
う
流
れ
の
中
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ

（
咽
）

う
。
つ
ま
り
、
宗
厳
、
宗
矩
ま
で
の
新
陰
柳
生
流
兵
法
は
、
ま
だ
「
介
者
剣

術
」
の
名
残
り
を
留
め
て
い
る
け
れ
ど
、
武
蔵
の
二
天
一
流
兵
法
は
、
す
で
に

す
っ
か
り
「
素
肌
剣
術
」
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

惣
而
兵
法
の
身
に
お
ゐ
て
、
常
の
身
を
兵
法
の
身
と
し
、
兵
法
の
身
を
つ

れ
の
身
と
す
る
事
肝
要
也
。
（
四
六
頁
）

と
、
戦
い
の
場
に
お
い
て
も
「
つ
れ
の
身
」
、
い
わ
ば
「
平
常
身
」
を
要
請
す

る
の
で
あ
る
。

次
に
武
蔵
は
、
戦
闘
時
の
目
の
配
り
方
に
つ
い
て
、

一
兵
法
の
目
付
と
い
ふ
事

目
の
付
け
や
う
は
、
大
き
に
広
く
付
く
る
目
也
。
観
見
二
つ
の
事
、
観

の
目
つ
よ
く
、
見
の
目
よ
は
く
、
遠
き
所
を
近
く
見
、
ち
か
き
所
を
遠
く

見
る
事
、
兵
法
の
専
也
。
敵
の
太
刀
を
し
り
、
肌
か
も
敵
の
太
刀
を
見
ず

と
い
ふ
事
、
兵
法
の
大
事
也
。
工
夫
有
る
べ
し
。
（
同
前
）

と
い
う
。
「
観
」
も
「
見
」
も
同
じ
く
「
承
る
こ
と
」
で
あ
る
が
、
「
承
方
」
が

異
な
る
。
武
蔵
の
門
人
の
手
に
よ
る
『
二
刀
一
流
極
意
條
々
』
に
お
い
て
は
、

見
ト
云
〈
目
許
ニ
テ
見
ル
事
也
、
観
卜
云
〈
心
ニ
テ
観
ル
観
智
ノ
事
也
、

（
皿
）

精
神
腹
二
治
テ
強
ク
成
ル
気
ヲ
発
シ
テ
見
ル
モ
ノ
也
、

と
、
目
も
と
で
承
る
「
見
」
に
対
し
て
、
「
観
」
と
は
心
で
承
る
こ
と
で
、
仏

教
の
「
観
智
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
二
天
一
流
の
承
な
ら
ず
、
『
兵
法
家
伝

書
』
の
「
活
人
剣
」
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

目
に
見
る
を
ぱ
見
と
云
ひ
、
心
に
見
る
を
観
と
云
ふ
。
（
七
六
頁
）

で
は
、
「
精
神
腹
二
治
テ
強
ク
成
ル
気
ヲ
発
シ
テ
見
ル
」
と
は
、
ど
う
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
柳
生
十
兵
衛
三
厳
（
一
六
○
七
’
五
○
）
の
『
武
蔵
野
』

に
お
い
て
、

観
は
聞
レ
心
、
目
を
ふ
さ
ぎ
み
る
心
、
う
ち
に
ふ
る
な
り
。
観
に
所
作
は

（
鴫
）

な
き
也
。
所
作
は
相
手
次
第
い
づ
る
も
の
也
。

と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
観
は
心
で
聞
く
」
と
い
う
が
、
武
芸
で
心
は
腹
に
、
よ

り
正
確
に
は
「
謄
下
丹
田
」
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
丹
田
」
か
ら
「
気
」

を
発
し
て
、
相
手
の
「
気
」
の
動
き
を
聞
く
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
相
手
を
目
で

見
る
必
要
は
な
く
、
目
を
ふ
さ
い
で
い
て
も
、
心
で
相
手
の
動
き
を
感
じ
と

る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
観
」
は
相
手
の
動
作
を
見
る
の
で
は
な
く
て
、
相
手
の

「
気
」
の
動
き
を
見
る
の
で
あ
る
。
相
手
の
動
作
を
見
る
の
は
「
見
」
に
外
な

ら
な
い
。

さ
ら
に
「
遠
き
所
を
近
く
見
、
ち
か
き
所
を
遠
く
見
る
事
」
が
重
要
な
の

は
、
敵
の
動
き
の
全
体
を
つ
か
む
た
め
で
あ
る
。
目
の
前
の
動
き
に
心
が
と
ら

わ
れ
る
と
、
例
え
ば
相
手
の
太
刀
が
中
段
か
ら
上
段
に
変
わ
る
時
、
そ
の
変
化

に
心
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
外
の
動
き
が
見
え
な
く
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
「
観
の
目
つ
よ
く
、
見
の
目
よ
は
く
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
敵

の
太
刀
を
し
り
、
珊
か
も
敵
の
太
刀
を
見
ず
」
と
い
う
の
は
、
敵
の
太
刀
の
動

き
を
知
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
け
れ
ど
、
敵
の
太
刀
の
動
き
に
心
が
と
ら
わ
れ

て
、
敵
の
動
き
の
全
体
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
の
だ

ろ
う
。次
に
「
太
刀
の
持
ち
や
う
の
事
」
に
お
い
て
、
親
指
と
人
差
指
を
浮
か
す
よ

う
な
心
持
ち
で
持
ち
、
中
指
は
締
め
ず
、
ゆ
る
め
ず
、
薬
指
と
小
指
を
締
め
る

心
持
ち
で
持
つ
の
で
あ
る
。
手
の
締
め
方
に
ゆ
る
み
が
あ
る
の
は
よ
く
な
い
と

し
、
武
蔵
は
、

敵
を
き
る
も
の
な
り
と
お
も
ひ
て
、
太
刀
を
と
る
べ
し
。
（
四
七
頁
）

四



と
い
う
。
つ
ま
り
、
一
で
も
承
た
よ
う
に
二
天
一
流
で
は
、
太
刀
は
敵
を
斬
る

た
め
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

も
し
敵
の
太
刀
を
、
叩
い
た
り
、
受
け
た
り
、
押
さ
え
た
り
す
る
場
合
に
も
、

親
指
と
人
差
指
の
調
子
を
少
し
変
え
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で
、

と
に
も
角
に
も
、
き
る
と
お
も
ひ
て
、
太
刀
を
と
る
べ
し
。
（
四
八
頁
）

と
い
う
。
ま
た
試
し
斬
り
の
場
合
は
勿
論
、
実
戦
に
お
い
て
も
、

人
を
き
る
と
い
ふ
手
の
内
に
替
る
事
な
し
。
（
同
前
）

と
重
ね
て
強
調
す
る
。
そ
し
て
、

惣
而
、
太
刀
に
て
も
、
手
に
て
も
、
い
つ
く
と
ゆ
ふ
事
を
き
ら
ふ
。
い
つ

く
は
、
し
ぬ
る
手
也
。
い
つ
か
ざ
る
は
、
い
き
る
手
也
。
能
を
心
得
べ
き

も
の
也
。
（
同
前
）

と
い
う
。
沢
庵
や
柳
生
宗
矩
は
、
心
が
一
所
に
「
い
つ
く
」
、
す
な
わ
ち
心
が

固
着
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
が
、
武
蔵
の
場
合
は
、
単
に
心
で
は
な
く
、
太

刀
も
手
も
一
所
に
固
定
し
て
動
か
な
い
こ
と
は
死
に
通
ず
る
と
し
て
否
定
す
る

の
で
あ
る
。

ま
た
「
五
方
の
構
」
と
し
て
、
上
段
、
中
段
、
下
段
、
右
の
脇
、
左
の
脇
に

構
え
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
も
、

構
五
つ
に
わ
か
つ
と
い
へ
ど
も
、
皆
人
を
き
ら
ん
為
也
。
構
五
つ
よ
り
外

は
な
し
。
い
づ
れ
の
か
ま
へ
な
り
と
も
、
か
ま
ゆ
る
と
お
も
は
ず
、
き
る

事
な
り
と
お
も
ふ
く
し
。
（
四
九
頁
）

と
、
と
に
か
く
「
斬
る
」
た
め
に
構
え
る
の
だ
と
、
「
形
式
」
（
構
）
と
「
目

的
」
（
斬
る
こ
と
）
を
、
取
り
違
え
な
い
よ
う
に
と
注
意
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
太
刀
は
如
何
に
振
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

一
太
刀
の
道
と
い
ふ
事

太
刀
の
道
を
知
る
と
い
ふ
は
、
常
に
我
さ
す
刀
を
ゆ
び
二
つ
に
て
ふ
る

時
も
、
道
す
じ
能
く
し
り
て
は
自
由
に
ふ
る
も
の
也
。
太
刀
を
は
や
く
振

ら
ん
と
す
る
に
よ
っ
て
、
太
刀
の
道
さ
か
い
て
ふ
り
が
た
し
。
太
刀
は
ふ

り
よ
き
程
に
静
か
に
ふ
る
心
也
。
（
五
○
’
一
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
む
や
承
に
太
刀
を
早
く
振
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
太
刀
の
通
る
道
筋
と
い
う
も
の
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
武
蔵
は
、

我
兵
法
の
五
つ
の
お
も
て
を
つ
か
ひ
覚
ゆ
れ
ば
、
太
刀
の
道
定
ま
り
て
、

ふ
り
よ
き
所
也
。
能
々
鍛
練
す
べ
し
。
（
五
一
頁
）

と
、
「
五
つ
の
お
も
て
」
す
な
わ
ち
「
五
つ
の
基
本
型
」
を
十
分
に
鍛
練
し
、

使
い
覚
え
る
こ
と
だ
と
い
い
、
そ
れ
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
上
、
中
、
下
、
左
の
脇
、
右
の
脇
の
各
灸
に
太
刀
を
置
く
の
を
「
構
」
、

そ
れ
が
敵
に
向
か
っ
て
動
く
の
が
、
「
お
も
て
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

後
で
武
蔵
は
、
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
え
る
、
「
構
は
あ
り
て
構
は
な
し
」

と
説
い
て
い
る
。

一
有
構
無
構
の
お
し
へ
の
事

有
構
無
構
と
い
ふ
は
、
太
刀
を
か
ま
ゆ
る
と
い
ふ
事
あ
る
べ
き
事
に
あ

ら
ず
。
（
五
六
頁
）

し
か
し
、
太
刀
を
上
、
中
、
下
、
左
の
脇
、
右
の
脇
の
五
方
に
置
く
の
は
「
構
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
な
ぜ
「
有
構
無
構
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

太
刀
は
、
敵
の
縁
に
よ
り
、
所
に
よ
り
、
け
い
き
に
し
た
が
い
、
何
れ
の

方
に
置
き
た
り
と
も
、
其
敵
き
り
よ
き
や
う
に
持
つ
心
也
。
（
同
前
）

例
え
ば
、
上
段
の
「
構
」
も
場
合
に
よ
り
少
し
下
げ
れ
ぽ
、
中
段
と
な
り
、
中

段
を
状
況
に
応
じ
て
や
や
上
げ
れ
ば
上
段
と
な
り
、
下
段
も
時
に
よ
っ
て
少
し

三
五



上
げ
れ
ば
中
段
と
な
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
構
は
あ
り

て
構
は
な
し
」
、
す
な
わ
ち
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
「
構
」
は
融
通
自
在
に

す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
有
構
無
構
」
と
い
う
の
は
、
あ
た
か
も

禅
的
な
境
地
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
け
れ
ど
、
そ
う
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
実

際
の
刀
法
そ
の
も
の
か
ら
、
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
重
要
な
の
は
、

次
の
こ
と
で
あ
る
。

先
づ
太
刀
を
と
っ
て
は
、
い
づ
れ
に
し
て
な
り
と
も
、
敵
を
き
る
と
い
ふ

心
也
。
ｌ
中
略
ｌ
ぶ
な
敵
を
き
る
縁
な
り
と
心
得
く
し
。
ｌ
中
略
ｌ
何
事

も
き
る
縁
と
思
ふ
事
肝
要
也
。
（
五
六
’
七
頁
）

こ
う
し
て
、
「
構
」
に
し
ろ
「
お
も
て
」
に
し
ろ
、
敵
を
斬
る
「
縁
」
、
き
っ

か
け
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

武
蔵
は
五
つ
の
「
型
」
を
説
き
な
が
ら
も
、
そ
の
「
型
」
に
「
い
つ
く
」
、
と

ら
わ
れ
る
こ
と
を
戒
め
る
。
一
定
の
「
型
」
に
従
う
こ
と
ば
か
り
考
え
る
と
、

型
に
は
ま
っ
て
動
き
が
鈍
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
武
蔵
は
、
目
的

（
斬
る
こ
と
）
を
忘
れ
た
形
式
主
義
を
批
判
し
て
い
る
。
「
風
之
巻
」
に
お
い

て
も
、

一
他
に
、
太
刀
の
構
を
用
ゐ
る
事

太
刀
の
か
ま
へ
を
専
に
す
る
所
、
ひ
が
ご
と
な
り
。
世
の
中
に
か
ま
へ

の
あ
ら
ん
事
は
、
敵
の
な
き
時
の
事
な
る
べ
し
。
Ｉ
中
略
ｌ
構
と
い
ひ
、

後
手
の
心
を
嫌
ふ
也
。
然
る
故
に
、
我
道
に
有
構
無
構
と
い
ひ
て
、
か
ま

へ
は
あ
り
て
か
ま
へ
は
な
き
と
い
ふ
所
也
。
（
一
二
三
’
四
頁
）

と
、
二
天
一
流
に
お
い
て
は
、
常
に
「
先
手
」
を
取
る
た
め
に
も
、
「
構
」
は

「
後
手
」
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
嫌
う
と
す
る
。

さ
て
、
「
水
之
巻
」
の
「
敵
を
打
つ
に
、
一
拍
子
の
打
の
事
」
（
五
七
頁
）

か
ら
「
打
つ
と
あ
た
る
と
い
ふ
事
」
（
六
二
頁
）
ま
で
、
実
際
に
太
刀
を
持
っ

て
敵
を
打
つ
技
法
が
九
項
目
に
わ
た
り
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
皆
、
思
索

や
道
場
の
稽
古
か
ら
で
は
な
く
、
実
戦
の
中
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
と
思
う
。
例
え
ば
「
太
刀
に
か
は
る
身
と
い
ふ
事
」
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

敵
の
打
つ
縁
に
よ
り
、
身
を
ぱ
さ
ぎ
へ
う
つ
身
に
な
り
、
太
刀
は
身
に
か

ま
は
ず
打
つ
所
也
。
（
六
二
頁
）

こ
こ
で
は
、
捨
て
身
に
な
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
太
刀
を
構
え
て
、
恐
怖

心
か
ら
腰
が
引
け
る
と
、
敵
を
斬
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
自
分
が
斬

り
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
身
を
太
刀
よ
り
も
進
め
る
つ
も
り
で
や
ら
な
け
れ
ば
、

人
を
斬
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
如
何
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
、
手
を
伸
ば
す
よ
り
も
、
身
を
出
す
こ
と
を
い
う
の
が
、
「
し
う

こ
う
の
身
と
い
ふ
事
」
（
六
三
頁
）
で
あ
る
。
「
し
つ
か
う
の
身
と
い
ふ
事
」

（
六
四
頁
）
で
は
、
敵
の
身
に
自
分
の
身
を
密
着
さ
せ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

入
身
の
際
、
身
を
縮
め
る
の
で
な
く
、
か
え
っ
て
丈
高
に
な
っ
て
、
強
く
入
り

込
む
べ
き
こ
と
を
い
う
の
が
「
た
け
く
ら
べ
と
い
ふ
事
匡
（
六
四
’
五
頁
）
で

あ
る
。
「
ね
ば
り
を
か
く
る
と
い
ふ
事
」
（
六
五
頁
）
で
は
、
敵
の
太
刀
に
離

れ
ず
に
太
刀
を
つ
け
て
攻
め
た
て
る
こ
と
を
い
う
。
体
当
り
、
当
て
身
に
つ
い

て
説
く
の
が
、
「
身
の
あ
た
り
と
い
ふ
事
」
（
六
五
’
六
頁
）
で
あ
る
。
ま
た
、

①
敵
に
入
り
込
む
時
、
②
突
き
受
け
、
③
短
い
太
刀
で
入
る
時
の
「
三
つ
の
う

け
の
事
」
で
は
、
消
極
的
な
も
の
で
な
く
、

左
の
手
を
に
ぎ
り
て
、
こ
ぶ
し
に
て
つ
ら
を
つ
く
や
う
に
思
ふ
く
し
。

（
六
七
頁
）

と
、
積
極
的
で
能
動
的
な
「
受
け
」
を
挙
げ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
具
体
的
な
技
法
を
述
べ
た
も
の
に
対
し
て
、
「
水
之
巻
」
の

一
二
一
ハ



最
後
の
三
項
目
は
観
念
的
に
説
か
れ
て
い
る
。

一
打
あ
い
の
利
の
事

此
う
ち
あ
い
の
利
と
い
ふ
事
に
て
、
兵
法
、
太
刀
に
て
の
勝
利
を
わ
き

ま
ゆ
る
所
也
。
（
七
二
頁
）

一
一
つ
の
打
と
い
ふ
事

此
一
つ
の
打
と
い
ふ
心
を
も
っ
て
、
慥
に
勝
つ
所
を
得
る
事
也
。
１
以

下
略
Ｉ
（
七
三
頁
）

一
直
通
の
く
ら
い
と
い
ふ
事

直
通
の
心
、
二
刀
一
流
の
実
の
道
を
う
け
て
、
伝
ゆ
る
所
也
。
１
以
下

略
Ｉ
（
同
前
）

こ
の
三
つ
は
、
あ
る
い
は
口
伝
で
あ
り
、
あ
る
い
は
十
分
に
稽
古
、
鍛
練
す
べ

き
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
如
何
な
る
内
容
で
あ
る
か
は
述
べ
ら
れ
な
い
。
も
は

や
「
わ
ざ
」
で
は
な
く
、
「
心
」
の
問
題
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
心
」
に

つ
い
て
考
え
て
ふ
よ
う
。

一
兵
法
心
持
の
事

兵
法
の
道
に
お
ゐ
て
、
心
の
持
ち
や
う
は
、
常
の
心
に
替
る
事
な
か

れ
。
常
に
も
、
兵
法
の
時
に
も
、
少
し
も
か
は
ら
ず
し
て
、
心
を
広
く
直

に
し
て
、
き
つ
く
ひ
っ
ぱ
ら
ず
、
少
し
も
た
る
ま
ず
、
心
の
か
た
よ
ら
ぬ

や
う
に
、
心
を
ま
ん
中
に
お
き
て
、
心
を
静
か
に
ゆ
る
が
せ
て
、
其
ゆ
る

ぎ
の
せ
つ
な
も
、
ゆ
る
ぎ
や
ま
ぬ
や
う
に
、
能
々
吟
味
す
べ
し
。
（
四
二

’
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
戦
闘
時
に
お
い
て
も
「
常
の
心
」
、
す
な
わ
ち
「
平
常
心
」
で

い
る
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

静
か
な
る
時
も
心
は
静
か
な
ら
ず
、
何
と
は
や
き
時
も
心
は
少
し
も
は
や

か
ら
ず
、
心
は
躰
に
つ
れ
ず
、
躰
は
心
に
つ
れ
ず
、
心
に
用
心
し
て
、
身

に
は
用
心
を
せ
ず
、
心
の
た
ら
ぬ
事
な
く
し
て
、
心
を
少
し
も
あ
ま
ら
せ

ず
、
（
四
三
頁
）

と
い
う
の
は
、
戦
闘
に
臨
む
心
を
「
平
常
心
」
と
し
て
、
そ
の
心
の
状
態
を
四

六
時
中
持
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

武
蔵
の
生
き
た
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
お
い
て
、
戦
争
は
処
々
で

繰
り
返
さ
れ
、
殺
伐
の
気
風
が
巷
に
充
満
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
時
代
の
兵
法

は
、
人
を
斬
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
兵
法
家
は
寸
時
も
治
に
い
て
乱

を
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
武
蔵
自
身
、
身
も
心
も
臨
戦
態
勢
で
あ
る
こ
と

が
「
常
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
体
が
静
止
し
て
い
よ
う
と
も
、
心
を
静
止
さ
せ
て

は
い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
事
態
に
な
ろ
う
と
も
、
す
ぐ
に
即
応

で
き
る
心
、
そ
れ
が
武
蔵
の
「
常
の
心
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
私
は
、
『
五
輪
書
』
を
宮
本
武
蔵
著
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
け
れ

ど
も
周
知
の
よ
う
に
、
本
当
に
武
蔵
が
こ
の
書
を
書
い
た
の
か
ど
う
か
は
、
宮

本
武
蔵
論
の
争
点
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
所

見
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。

西
山
松
之
助
氏
は
、
武
蔵
が
豆
〈
法
の
変
貌
時
代
を
生
き
抜
い
た
果
て
に
、

そ
の
晩
年
の
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
」
に
、
『
五
輪
書
』
を
書
い
た
と
い
う

の
は
、
「
す
こ
ぶ
る
あ
や
し
い
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
は
武
蔵
の
自
筆
本
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
柳
生
宗
矩
の
『
兵
法

家
伝
書
』
と
比
べ
て
、
『
五
輪
書
』
の
実
技
の
記
録
が
冴
え
て
い
な
い
こ

と
、
武
蔵
の
身
体
の
生
理
的
条
件
、
わ
け
て
も
、
兵
法
観
の
時
代
に
よ
る

三
、
『
五
輪
書
』
の
著
者
ｌ
結
び
に
か
え
て
Ｉ

七



落
差
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
彼
が
最
晩
年
に
、
こ
の
よ
う
な
書
を
書
い
た
と

い
う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
疑
わ
し
い
。
お
そ
ら
く
主
君
細
川
忠
利
の
命
に

よ
っ
て
、
武
蔵
が
み
ず
か
ら
整
理
記
録
し
た
『
兵
法
三
十
五
箇
条
』
を
も

と
に
し
て
、
武
蔵
の
没
後
、
そ
の
高
弟
寺
尾
孫
之
丞
が
、
師
武
蔵
の
教
え

を
整
理
敷
桁
し
て
、
万
治
か
ら
寛
文
初
年
ご
ろ
ま
で
に
書
き
あ
げ
た
も
の

（
妬
）

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
西
山
説
が
、
武
蔵
を
著
者
と
し
な
い
側
の
代
表
的
な
見
解
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
例
え
ば
、
寺
田
透
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

僕
に
は
五
輪
書
は
、
何
だ
か
ひ
ど
く
哲
学
的
な
書
物
の
や
う
に
思
へ

る
。
そ
れ
ば
か
り
か
こ
の
本
に
書
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、
著
者
自
身
の
考
へ

で
あ
り
、
何
か
に
か
か
は
る
、
ど
こ
か
で
行
は
れ
て
ゐ
た
既
成
観
念
だ
と

は
思
は
れ
な
い
。

ど
ん
な
心
酔
す
る
師
匠
に
も
せ
よ
、
自
分
で
な
い
ひ
と
の
考
へ
を
教
へ

ら
れ
て
書
き
と
ど
め
た
本
が
、
か
う
い
う
飾
り
も
誇
張
も
な
い
、
強
い
迫

（
Ⅳ
）

力
を
持
つ
文
ば
か
り
で
出
来
る
だ
ら
う
か
と
、
疑
は
れ
る
。

こ
の
寺
田
説
が
、
『
五
輪
書
』
を
宮
本
武
蔵
が
書
い
た
も
の
と
す
る
人
達
の
意

見
を
代
表
し
て
い
る
。

ま
ず
西
山
説
に
関
し
て
い
う
な
ら
、
『
五
輪
書
』
の
実
技
の
記
録
が
、
『
兵

法
家
伝
書
』
に
比
べ
て
冴
え
て
い
な
い
と
い
う
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
二
天
一
流
の
特
色

は
、
極
度
に
「
華
法
」
を
嫌
い
、
実
戦
的
・
実
用
的
で
あ
る
こ
と
を
第
一
と

し
、
他
流
に
承
ら
れ
る
よ
う
な
多
く
の
「
構
」
や
「
型
」
を
重
視
し
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
『
五
輪
書
』
に
は
、
そ
う
い
う
武
蔵
の
考
え
が
、
「
荒
削
り
の

（
肥
）

ま
ま
提
示
さ
れ
て
い
る
良
さ
」
が
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
「
兵
法
観
の
時
代
に
よ
る
落
差
云
々
」
と
い
う
が
、
こ
れ
も
『
兵
法

家
伝
書
』
と
比
較
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
兵
法
家
伝
書
』
は
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
成
立
で
あ
り
、
『
五
輪
書
』
は
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
成
立

で
、
僅
か
な
が
ら
『
兵
法
家
伝
書
』
の
成
立
の
方
が
早
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
『
兵
法
家
伝
書
』
の
方
が
新
し
い
時
代
の
到
来
を
感
じ
さ
せ

る
の
に
対
し
て
、
『
五
輪
書
』
の
兵
法
観
は
前
時
代
的
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と

を
、
西
山
氏
は
疑
問
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
寺
田
氏
は
、
こ
の
理
由
に
つ

い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
兵
法
書
の
書
か
れ
た
場
所
、
書
き
手
の
身
分
、
立
場
の

相
違
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
九
州
肥
後
の
岩
戸
山
中
で
、
大
藩
だ

と
は
言
え
、
外
様
の
一
藩
の
藩
主
（
細
川
忠
利
）
に
す
ぎ
ぬ
も
の
に
自
己

一
流
の
「
兵
法
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て
、
し
か

も
述
べ
そ
こ
な
っ
た
剣
客
の
書
い
た
乃
至
語
っ
た
も
の
〔
『
五
輪
書
』
〕

と
、
江
戸
で
将
軍
家
兵
法
師
範
か
ら
総
目
付
に
転
任
陞
進
し
た
身
分
の
も

の
が
書
い
た
も
の
〔
『
兵
法
家
伝
書
』
〕
と
で
は
、
ま
し
て
後
者
に
〔
柳
生

宗
厳
・
宗
矩
〕
父
子
重
代
の
推
敲
や
、
能
役
者
〔
金
春
七
郎
氏
勝
〕
や
禅

僧
〔
沢
庵
宗
彰
〕
と
の
親
交
な
ど
の
条
件
が
加
わ
れ
ば
、
後
者
が
新
時
代

（
四
）

的
な
趣
き
を
帯
び
る
の
は
自
然
の
数
だ
ろ
う
。

こ
の
見
解
は
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
う
。
だ
が
、
先
に
西
山
説
と
対

比
し
て
挙
げ
て
お
い
た
寺
田
説
は
、
武
蔵
の
自
筆
本
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、

首
肯
し
か
ね
る
。
そ
こ
で
私
は
、
一
つ
の
仮
定
で
は
あ
る
が
、
武
蔵
研
究
家
の

丸
岡
宗
男
氏
と
今
村
嘉
雄
氏
の
次
の
よ
う
な
説
を
、
現
時
点
で
は
採
用
し
よ
う

と
思
う
。『
五
輪
書
』
は
、
武
蔵
が
常
日
ご
ろ
寺
尾
等
高
弟
に
物
語
っ
た
（
口
伝
し

八



た
）
数
々
の
極
意
を
、
高
弟
た
ち
が
書
き
と
め
て
お
き
、
豆
〈
法
三
十
五

箇
条
」
を
柱
と
し
て
ま
と
め
た
、
「
武
蔵
兵
法
聞
書
」
と
も
い
う
べ
き
も

の
で
、
没
前
に
武
蔵
の
校
閲
を
乞
う
た
と
仮
定
し
て
承
る
。
武
蔵
一
見
し

て
、
誤
り
の
な
い
こ
と
を
認
め
、
巻
末
に
「
空
有
し
善
無
し
悪
、
智
は
有

也
、
利
は
有
也
、
道
は
有
也
、
心
は
空
也
」
の
五
行
を
加
え
て
、
署
名
し

た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
こ
の
最
後
の
五
行
が
ひ

と
き
わ
筆
太
に
書
か
れ
て
い
て
、
武
蔵
自
書
の
そ
れ
を
、
そ
の
ま
ま
に
模

し
た
よ
う
に
も
と
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
推
理
は
「
宮
本
武
蔵

（
”
）

の
出
自
」
の
筆
者
丸
岡
宗
男
に
よ
る
も
の
だ
が
、
一
考
に
価
す
る
。

『
五
輪
書
』
の
精
神
的
な
側
面
は
、
他
の
芸
道
ば
か
り
か
、
万
事
に
通
ず
る

よ
う
で
あ
り
、
欧
米
で
も
翻
訳
（
英
・
独
）
が
読
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
普

遍
性
を
持
つ
な
ら
、
こ
の
書
の
思
想
は
武
蔵
以
外
の
人
の
も
の
と
考
え
る
こ
と

も
で
ぎ
る
。
し
か
し
こ
の
書
が
持
つ
も
う
一
つ
の
側
面
、
つ
ま
り
実
技
の
書
と

い
う
面
か
ら
承
る
と
、
や
は
り
実
際
に
自
分
で
体
験
し
た
人
の
口
か
ら
出
た
言

葉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
要
す
る
に
、
『
五
輪
書
』
の
「
著
者
」

は
、
宮
本
武
蔵
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

註

『
五
輪
書
』
、
『
兵
法
家
伝
書
』
と
も
に
、
渡
辺
一
郎
校
注
の
岩
波
文
庫
版

（
昭
和
六
○
年
）
に
よ
り
、
本
文
中
に
頁
数
を
記
す
。

（
１
）
『
五
輪
書
』
に
お
け
る
「
道
」
の
多
義
性
は
、
寺
田
透
『
道
の
思
想
』

（
創
文
社
、
昭
和
五
三
年
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
谷
沢
永
一
『
五
輪
書
の
読
承
方
』
（
ご
ま
書
房
、
昭
和
五
七
年
）
、

五
三
頁
。

（
３
）
鎌
田
茂
雄
『
五
輪
書
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
昭
和
六
一
年
）
、
六

九
頁
。

（
４
）
実
際
に
は
役
に
立
た
ず
、
た
だ
一
種
の
飾
り
の
よ
う
な
剣
術
は
、

「
華
法
剣
術
」
と
い
わ
れ
、
批
判
さ
れ
た
。

（
５
）
『
荻
生
柤
棟
全
集
第
６
巻
』
（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
五
三
年
）
、

三
九
九
頁
。

（
６
）
詳
し
く
は
、
拙
論
「
荻
生
祖
侠
の
武
芸
観
」
、
『
武
道
学
研
究
』
第
二

一
巻
第
二
号
（
日
本
武
道
学
会
、
昭
和
六
三
年
）
所
収
、
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
７
）
『
吉
川
英
治
全
集
肥
』
（
講
談
社
、
昭
和
五
五
年
）
、
二
六
三
頁
。

（
８
）
千
宗
室
他
編
『
茶
道
古
典
全
集
第
六
巻
』
（
淡
交
社
、
昭
和
三
一

年
）
、
九
四
頁
。

（
９
）
今
村
嘉
雄
他
編
『
日
本
武
道
大
系
第
二
巻
』
（
同
朋
舎
出
版
、
昭
和

五
七
年
）
、
一
三
’
三
頁
。

（
岨
）
『
日
本
思
想
大
系
塑
世
阿
弥
禅
竹
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九

年
）
、
一
五
’
二
○
頁
。
た
だ
し
武
蔵
は
、
世
阿
弥
の
よ
う
に
特
に
年

齢
に
応
じ
た
教
習
課
程
を
説
い
て
は
い
な
い
。

（
ｕ
）
金
銭
に
よ
る
免
許
。
武
芸
等
の
技
量
、
人
格
が
不
十
分
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
金
銭
で
免
許
を
与
え
る
こ
と
。
江
戸
時
代
の
秘
事
伝
授

に
は
、
他
に
義
理
そ
の
外
様
々
な
事
情
で
技
量
未
熟
で
も
授
け
た
「
義

理
許
」
、
正
真
正
銘
の
腕
前
に
よ
る
「
術
許
」
、
以
上
の
三
通
り
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
胆
）
彼
は
、
禅
竹
以
来
七
代
目
の
金
春
大
夫
を
継
ぎ
、
慶
長
一
五
年
（
一

六
一
○
）
三
五
歳
で
早
世
し
た
。
青
年
時
代
は
能
よ
り
も
む
し
ろ
武
芸

九
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（
Ｍ
）
宮
本
武
蔵
『
剣
道
秘
要
全
』
（
体
育
と
ス
ポ
ー
ツ
出
版
社
、
昭
和
五

六
年
復
刻
）
、
二
二
頁
。

（
脂
）
今
村
嘉
雄
編
『
史
料
柳
生
新
陰
流
下
巻
』
（
人
物
往
来
社
、
昭
和
四

二
年
）
、
二
一
頁
。

（
船
）
『
西
山
松
之
助
著
作
集
第
六
巻
芸
道
と
伝
統
』
（
吉
川
弘
文
館
、

昭
和
五
九
年
）
、
一
五
八
頁
。

（
Ⅳ
）
寺
田
透
『
覚
書
き
日
本
の
思
想
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
八
年
）
、

を
好
ん
だ
と
い
う
。

（
咽
）
こ
の
よ
う
な
「
姿
勢
」
の
変
遷
の
基
準
と
な
っ
た
の
は
、
介
者
剣
術

↓
素
肌
剣
術
↓
竹
刀
剣
術
と
い
う
戦
闘
及
び
稽
古
様
式
の
変
化
で
あ

る
。
こ
の
戦
闘
（
稽
古
）
様
式
の
変
化
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に

は
、
甲
冑
↓
素
肌
↓
防
具
、
ま
た
真
剣
↓
木
刀
↓
竹
刀
と
い
う
、
そ
こ

に
用
い
ら
れ
る
道
具
の
変
化
で
あ
る
と
い
え
る
。
甲
冑
↓
素
肌
↓
防
具

と
い
う
変
化
に
よ
っ
て
狙
い
所
（
打
突
部
位
）
が
決
定
さ
れ
、
真
剣
↓

木
刀
↓
竹
刀
と
い
う
変
化
に
よ
っ
て
、
切
る
技
術
か
ら
打
つ
技
術
へ
と

変
化
し
た
の
で
あ
る
。

田
中
守
「
近
世
剣
術
伝
書
に
ゑ
る
『
構
え
』
の
考
察
」
、
『
日
本
武
道
学

研
究
渡
辺
一
郎
教
授
退
官
記
念
論
集
』
（
島
津
書
房
、
昭
和
六
三
年
）

研
究
渡
辺

所
収
を
参
照
。

二
七
六
頁
。

渡
辺
一
郎
「
解
説
」
、
『
五
輪
書
』
（
岩
波
文
庫
）
所
収
、
一
七
二
頁
。

寺
田
前
掲
註
（
１
）
、
九
七
頁
。
〔
〕
は
筆
者
に
よ
る
。

註
（
９
）
、
五
一
’
二
頁
。

（
筑
波
大
学
大
学
院
院
生
）

四
○


